
２００５年２月 

オリンパス株式会社 

人材開発センター 宍戸芳雄 

コミュニケーション向上を図り 

人材育成に寄与する 

オリンパスカレッジ(ＯＬＭＳ)  



オリンパスカレッジの歩み 

１３５Ｐ ２００２．４：人材開発センター発足（前・人事部技術技能教育Ｇ） 

目標･方針 

社長方針の「創造的破壊と革新」を受けて、それを推進し、実現するのは「人」と
の認識の立ち、主体的行動を取り、外部に通用する人材の育成とそれらを束ねる
『組織力』の強化に重点を置き、人材開発元年である、「オリンパス・カレッジ」の
効果的、効率的な実施を行う。 

合わせて、社内外の動向に対応した、タイムリーな研修企画を実施し 

人材育成の『基盤』の確立を行う。 



研修コース推移
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コース数

他部門
ＯＴＳ
選抜研修
技術研修Ｃ・人材開発センター

技術研修Ｃからテク
ニカル研修が移管 

選抜研修スタート 

階層別研修を
八総から移管 

２０名 

人材開発センター発足 



２００６年度 オリンパスグループ人材育成（全体） 

  コース名称 

課題解決 戦略・計画構築力   

  プロジェクトマネジメント 

  ロジカルシンキング 

  経営戦略の基礎知識 

  実学マーケティング 

  本質的問題解決思考 

  意思決定の理論と技法 

  仮説検証力強化 

  価値創造型ビジネスのものの見方・考え方 

課題解決 組織マネジメント   

  ＭＴＰセミナー 

  考課者研修 

  顧客満足実践の基礎 

対人特性 コミュニケーション力   

  コーチングベーシック 

  伝えて動かす技術 

  メンタル・タフネス強化 

ビジネス系専門知識   

  ファイナンス 

  貿易研修 海外営業向け輸出基礎概論 

  貿易研修 ロジテックス見学会 

１３８Ｐ ２００５年度 ２８７コース 

統合システムによる効果 
•研修全体が見える 

•各部門主査のコース統合 
•ビジネスカレッジｅラーニング補強 

•同上ｅラーニング新設 
•機械電気系基礎コース補強 
・電気ソフト系ｅラーニング強化 

ｅｔｃ 



2002.8.26資料

人材育成マネジメントシステム構想 作成　宍戸

人材育成マネジメントシステム

基幹ｼｽﾃﾑ
人事ＤＢ
所属・
社員Ｎｏ・
氏名・
職務・
資格・
社内ｷｬﾘｱ・

③教育コンテンツＤＢ
ﾋﾞｼﾞﾈｽｶﾚｯｼﾞ・
ﾃｸﾆｶﾙｶﾚｯｼﾞ・
OPM､各部門研修
業務基礎知識・製品知識・
公的資格取得・法規・
新入社員入社前教育・
各部門専用教育・

④講師ＤＢ
外部講師リスト・
内部講師リスト・
各研修受講者リスト・
受講者講師間ﾃﾞｽｶｯ
ｼｮﾝ・
研修結果評価閲覧

⑥利用者ＤＢ
本人受講手続き・
本人受講計画・
本人受講後ｱﾝｹｰﾄ・
組織ﾒﾝﾊﾞｰ受講承認及び
受講情報閲覧（含進捗）・
新規研修要望登録・

②教育計画ＤＢ
年間予定・会場・
備品・担当部門・
費用計画実績

⑤部門DB
教育事務局登録・
部門ﾆｰｽﾞ必須教育登
録（自動案内対象）

⑦スキルＤＢ
既受講暦・
スキルマップ
（含不足部分）・

①人材育成マネジメン
ト基本ＤＢ
基本教育推奨情報・
研修管理支援・
受講者案内教材配布・
内部講師発令・
研修講師報酬処理・
研修費用部門振替・
研修内容評価・
新規研修企画・
ｼｽﾃﾑ環境管理・

２００２年度オリンパスカッレジ初年度構想（2002.8.26） 

•人材開発センター発足初年度 

２００２．３までは外から見ていた 自分の視点を変え、機能として変えるべきことは何か？を考察した。 



「社員が自ら作る人材育成プログラム」のイメージ 
•自分自身の将来像を自ら納得して描き､それに近付けるための学びの道が見える。 
•研修機能としては、学びの道のコンテンツを社内外に用意しそれに辿り着けるツール
を用意する。 
•受講者の上司は、受講者が自社事業分野・新規事業創生等の何に関心を持ち、本人
自身が何を求めているか、描き始めた学びの道、描いた学びの道を素透しの鏡を見
るように見て分かり、学びの道に助言を与え、学びを支援する事ができる。 
•研修機能としては、学びの道を描くために迷う子羊(受講対象者)を優しく導くコンサル
タント機能をを有する。 
•２．上記のキーワードをどう実現するか 
•学びの道 
•既存事業分野、新事業分野で自社がどう在りたいのかのゴールを明確に示す。 
•多くの事業機会を見つけて拡大をして行く企業であれば、上位のゴールは示されてい
るはず。個々の部門に必ず社員は所属するため、その組織のゴールを示して同じ方
向のベクトルで自分の能力を高めようと努力する学びの道を示す。 
•その事業を行うために保有する最低限の能力とトップになる人が備えるべき能力にま
でに渡る能力を洗い出して示すことが重要である。業種毎に記載し学びの道の道標と
する。 

描いたこと 



発揮の場 

発揮の場 

発揮の場 

上
司 

自
分 

←変化 

←変化 

変化→ 

このままの自分で 

良いのだろうか 我々の使命は、 

世界一のニーズに 

応える続けること 

「自ら学び成長する社員」 

学ぶだけではダメ、 

発揮⇒保有能力と認められる 



 
オリンパス ＬＭＳの検討（調査対象、システム相談先） 
①スマートリンク（現在のＮＯＣアウトソーシング） 
②ＮＲＩラーニングネットワーク 
③富士ゼロックス総合教育研究所 
④㈱ＮＴＴデータ 
⑤伊藤忠テクノサイエンス 
⑥富士通ラーニングメディア 
⑦ＩＢＭビジネスコンサルティングサービス 
⑧ラーニングマスターズ 
⑨日立総合経営研修所 
⑩日本能率協会 人材開発ワークショップ参加各社２３社 
⑪日本能率協会 ＨＲＤ－ＪＡＰＡＮ人材育成企画委員３０社 
⑫(有)人材開発協会（研修効果測定研究等の活動）  等 

•ＬＭＳの中にコミュニケーションを重視して 
受講生を始めとする顧客ニーズが見えるようにした仕組みは 

現存していない。 

•ＯＬＭＳの新規性 
•ＯＬＭＳの独自性 
•ＯＬＭＳへの関心度 



「社員が自ら作る人材育成プログラム」は、 
本人の納得は勿論， 

上司の理解と支援の上で 
育成のゴールへの階段を上る。  

学びは一生 



学んだことを活かそう！ 

受講者 

会社 

事業責任者 

所属部門 

上司 

株主 

お客様 

家族 

人材育成機能の顧客は？ 



人財作りは、企業力そのもの  

経営資源：人・物・金・情報 

物･金・情報：費用 

それ自身では新しい価値を生み出さない 

人：投資 

自らも、周囲からの影響でも変われる・成長できる 

新たな価値を継続的に生み出せる 



 

•人が成長し、企業も成長する 

学びの道 



２００２年度反省 手挙げ式自己啓発の穴 

人材育成は、自己責任（の筈）? 

受講のための心構えの大事さを痛感 

受けるだけ！！の価値を生めない時間潰しか！ 

心無い受講生が学びに来ている受講生の邪魔をする 

受講目的と学んだことを活かす上下のキャッチボール不足 

受講時の緊張感が欠如 

受講者への学びの結果の期待が曖昧 

↓ 

受講申請の前後に新たな仕組みを導入する 



人材 

人在 人罪 

人財 

人 

あなたを含めた職場のメンバーは、 

どこに位置しますか？ 

人間力⇒実践する力⇒企業力＝勝ち組 

企業・組織のニーズは？ 

人財 
人財 

人財 
人財 



育成 
風土 

自分 

上司 

•噛み合う 

•噛み合う 

•噛み合う 



企業価値
の 

 最大化 
実践の場 

 

テクニカル 

カレッジ 

 

ビジネス 

カレッジ 

 

 

ＯＪＤを補完し世界で通用する 

    自分の価値を向上させる 

価値創造企業  

これがカギ 

オリンパスの目指す姿：経営目標 



受講者 上司 
職場風土 

フライホイール 

自ら学び・育つ推進力向上 

真の人間力は、継続して学び続ける力を身に付けること 
（フライホイールを大きくする：慣性力） 

達成するのは、人 



受講 

１ｓｔ Step 受講前コミュニケーション 

２ｎｄ Step 受講後コミュニケーション 

アンケート受領 

受講修了履歴登録 

人材情報として閲覧可能 

学びの道（ＯＬＭＳ） 

発揮の場での実践（能力の顕在化） 

成 

長 

サ 

イ 

ク 

ル 

学 

び 

の 

風 

土 

は 

永 

続 

的 

な 

企 

業 

力 

を 

保 

証 

す 

る 

も 

の 

オリンパスカレッジの基本コンセプト 



•学ぶ •実践 •更に学ぶ 

•学びのサイクル（学びの道） 

•人財作りの企業・組織風土醸成 

•新たな目標 •再認識 

支えるもの 



自ら手を挙げる 

受講者 

講師 

事務局 

部下の 

成長を期待する 

上司 

①受講許可申請 

②受講者への期待 

①コース問合せ 

②講師・事務局 

への要望 

開講 

１ｓｔ Step 受講前コミュニケーション 

③受講可連絡 

開講準備 
１．受講理由と担当業務より受講適格者であるかを判断し受領 

２．コースへの問合せに答え、何を学ぶかを明確にし安心して受講
３．上司からの要望を講師へ伝達し、分かりやすい研修の実現 

４．事務局への要望を受けて受講しやすい環境作り 

５．開講案内で受講者の準備（事前学習など）を促がす 

オリンパスカレッジの基本コンセプト 



自ら手を挙げ 

学んだ 

受講者 

事務局 

発揮の場も 

共有化できた 

上司 

①受講後アンケート作成 

②受講内容共有化 

 

発揮の場の設定 

③受講後活用フォロー 

インタビュー 

次回研修改善へ 

２ｎｄ Step 受講後コミュニケーション 

③受講後の活用 

インタビュー 

次回研修改善へ 

受講後フォロー 
１．受講後何を学んできたか確認と共有化 

２．共有化できた内容の活用について話合い発揮の場の合意 

３．受講者が率先し上司が支援の風土を作る 

４．受講中の緊張を継続し、見に付いたかを実践で確認する 

５．上司は、支援も行い発揮できた能力を認め、更に向上を期待として伝える 

研修効果の測定は、点数付けではない、 

実践で発揮できたか否かで判断することが重要である 

オリンパスカレッジの基本コンセプト 



オリンパスカレッジＯＬＭＳ 導入費用 

２００４年度新システム開発２００５年度導入： 

内作開発６人月 ６００万円（外注：３０００万円以上） 

２００６年度２次改修費用： 

内作開催３人月 ３００万円 

本システムでの２００５年度１３８Ｐ受講実績： 

５４４２人（１３７Ｐ：４３９６人）                   



受講申請ルート以外のコミュニケーション仕組み 
①コース管理者への質問メール 

②受講者への開講案内メール 

③受講最終承認者（ＧＬ）への事務局メール 

④キャンセル連絡メール（キャンセル待ちへの対応） 

⑤部門研修担当者（事務局）メール 

⑥各部連絡窓口機能（関連コース情報入手）：間もなく導入 



２００５年度OLMS稼動開始時の特長 
①全社研修コース担当部門、各機能研修担当部門、事業場研修担当部門等公開研修コースの一元化 
②受講者の受講申請方法の統一（管理者受講承認機能設定：育成機会での積極関与、期待の明確化） 
③受講後の得た知識、経験の活用を上長と確認（アンケートへ上長と受講者面談後に受講者が追記） 
④受講履歴の統合のための人材情報研修履歴登録方法の統一 
⑤各研修コース紹介内容の充実と研修内容閲覧の効率化 
⑥キーワード分類による受講者側からの研修コース選択の利便性向上 
⑦担当社内講師、社外講師の紹介 
⑧開催場所閲覧機能 
⑨研修担当機能業務の効率化と効果的運営に寄与 

２００６年度OLMS改修 
①受講対象者のレベルを追加 
 １～５段階を示しコース選択のガイドとする。 
 ５：世間・業種・業界一流の方 
 ４：社内では一流で世間一流を目指す方（社内講師が学ぶレベル） 
 ３：社内一流を目指す方（社内講師候補レベル） 
 ２：知識・技能を通常に使いこなすことを目指す方 
 １：初歩・基礎となる知識・技能の修得を目指す方 
②キーワード別閲覧を階層別と機能別に区分し見易く改良 
受講生のレベルとの併用でコース選択の利便性を向上 
③コース文書に「コース管理者へ質問メール作成」を追加 
記載内容について更に質問がある場合にメールを作成できる。 
④「各部連絡窓口」機能を追加(発信して欲しい情報の設定) 
キーワードを専用画面から選択することによりコースの情報をタイムリーに受信できる。 
部及びグループの階層で担当者を予め決めて登録申請を受理されればキーワード選択ができる。 
⑤「キャンセル待ち」の設定機能追加 
定員を超えた場合の「キャンセル待ち」を設定できる機能を追加 
・数日前のキャンセルなどに対応し「受講可処理で受講いただく。 
⑥コース文書から申込受付中のスケジュール情報が閲覧できる機能を追加 
改めてスケジュール文書を開く必要がなくなる。 
⑦部門研修担当者の利便性向上 
・受講申請データ、受講終了後アンケートデータのCSV出力機能を選択出力可能 
・合否認定コースにテスト結果の登録機能追加 
・承認済みコース、スケジュール文書の編集権限付与(小変更の対処) 
・ワークフロー上の承認者に処理督促メールを発信可能 
・受講不可の情報を最終承認者へも発信 
・e-Learningなどの取組み遅れ者への受講促進のため最終承認者へのメール発信機能を追加 
⑧全社研修担当者の利便性向上 
 ・SAP人材情報登録ができない受講者の履歴情報を保管 
・講師マスター情報をSAP人材情報最新データで登録可能 

（細かな改修は削除） 



受講申請書（本人記入） 

上長記入欄↓（受講者と講師・事務局へ） 

下段：上司が記入 



受講申請書（本人記入） 

上長記入欄↓（受講者と講師・事務局へ） 

つづき 

受講者リストにまとめて講師・事務局が活用 



ニーズが良く見える受講者リストの作成 
2006.6.5-6購買ライセンス入門 

受講者会社
名 

受講者
漢字氏
名 

受講者所属 申込み理由 担当業務内
容 

受講者に何を期待す
るか 

上長からの期待･要望 

'オリンパス
イメージング
株式会社 

飯島 康
之 

購買部調達Ｇ物流・
管理Ｔ 

購買部に在
籍しながら、
購買品 の  
Ｑ･Ｃ･Ｄ＋Ｅを
確保する為に
必要な手法・
技法の習得
や下請法等
の購買関連
法規、購買業
務標準を習得
出来ていない。
それらを習得
したいため。 

BCT、アクセ
サリ関係、計
画、手配業務 

今後の業務に生かし
幅広い業務が出来る
ようにして下さい。
（*****） 

開催回数が少なく同一職
場で複数人数を同日に
参加させてる事が出来な
い為、開催回数が増やし
て頂ければ幸いです。 

'オリンパス
メディカルシ
ステムズ株
式会社 

小口 潤
一 

医療購買部企画Ｇ
企画調達Ｔ 

購買業務の
知識習得 

グリーン調達、
購買センター
化ＰＪ 

購買事務の基礎を理
解して下さい。 

実務経験なしですが、基
礎的なところをご指導お
願いします。 

'オリンパス
メディカルシ
ステムズ株
式会社 

佐々木 
勝巳 

医療技術開発部技
術企画Ｇ開発購買
Ｔ 

購買業務の
基礎となる知
識を学ぶため。 

開発購買 購買の「いろは」を
しっかり身に付けて
来て下さい（*****） 

長年担当して来た開発か
ら畑違いの購買に来たの
で、基本から理解をさせ
て欲しい。（*****） 

'オリンパス
メディカルシ
ステムズ株
式会社 

横山 昭
彦 

日の出工場業務Ｇ
調達購買Ｔ 

業務遂行上
必須のため 

国内、海外購
買担当 

今期より、購買業務
を担当いただいてお
りますが、購買業務
の概念も含め、基礎
知識を習得していた
だければと思います。
（*****） 

購買業務未経験者です
ので、お手柔らかにお願
いいたします。（*****） 

•詳細はお手元資料参照 

システム／ソリューション部門 



受講後：出席者アンケート下段記入項目：受講後コミュニケーション 

学びによる気付き 実践・検証ステージへ 



受講後アンケート（上司報告面談後記入） 

一人ひとりが大事な戦力：コミュニケーションの場作り、組織力向上へ 

つづき 



間もなくスタートします！ 



２００３ 資材購買革新大会 
バイヤーライセンス制度 

HRD－JAPAN ２００４ 
各事業部門ニーズに応えるカスタマイズ研修 

HRD－JAPAN ２００５ 
顧客への信頼を勝ち取るもの作りの本質教育 

オリンパス人材育成の市場価値（社外へのＰＲ活動） 

２００４ コストマネジメントを実現する 
工場革新活動を支える人材育成 

（経営的感性をスキルに） 

HRD－JAPAN ２００６  ２００６年２月 

マインドシェア100%を目指す営業マン育成 
（ＯＬＭＳ導入１年目を一部紹介） 

講演者:宍戸 



•ＯＬＭＳ導入１年目を一部紹介 



国内最大の人材育成関係の大会 

本大会の企画委員で活動中 

２００６年度：５３００名参加 



    ＯＬＭＳ構築・運用支援体制 
システム開発： 

 ＯＳＣ      鎌川晃紘、山野辺裕伸、浅見 智子、青木隆広     
ＩＴ開発サポート部  小笠原 由紀、河内康彦、志村 明彦 他 
システム相談： 
         全社事務ＯＡ化システム担当 
全社事務局： 
         人材開発センター 黒沢 典子、宍戸芳雄 
 
上記の方々に支えられて皆さんの人材育成を支援させていた
だいております。 



ＯＬＭＳは進化します！ 
「３次改修」検討開始８月度より着手 

蓄積データの本格活用 
利便性の更なる向上へ 

「自分価値向上の主体は、自分自身である。」 
積極的支援のために職場に出向きます！ 



人作り無くして企業は存続しない！ 

人財(材)育成不在は、ボディブロー 
効いてきたところで対応しても勝者にはなれない！！！！！ 



キャリアデザインセミナー 

受講風景 




